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は
じ
め
に

  

活
用
語
に
接
続
す
る
助
動
詞
「
な
り
」
に
推
定
伝
聞
「
な
り
」
と

断
定
「
な
り
」
と
の
二
種
が
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
二
種
を
識
別
す
る
形
式
上
の
基
準
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
原
則

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（
（

。 
  

①�

活
用
語
の
終
止
形
（
ラ
変
型
活
用
語
は
連
体
形
）
に
接
続
す
る

「
な
り
」
は
推
定
伝
聞
、
連
体
形
に
接
続
す
る
「
な
り
」
は
断

定
で
あ
る
。

　
　

１�

格
子
下
ろ
し
て
、こ
こ
に
寄
り
来く

な
り
。（
源
氏
物
語
・
東
屋
、

『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
篇
一
八
二
五
⑦
）

　
　

２�

す
き
〴
〵
し
き
方
に
は
あ
ら
で
、
ま
め
や
か
に
聞
こ
ゆ
る
な

り
。（
若
紫
、
一
六
一
②
）

　

②�

撥
音
便
形
（
無
表
記
も
含
む
）
に
接
続
す
る
「
な
り
」
は
推
定

伝
聞
で
あ
る
。

　
　

３
心
わ
け
給
ふ
方
も
な
か
な
り
。（
蓬
生
、
五
三
○
④
）

　

③�

形
容
詞
型
活
用
語
に
下
接
す
る
と
き
、
本
活
用
の
活
用
形
に
接

続
す
る
「
な
り
」
は
断
定
で
あ
り
、
補
助
活
用
の
活
用
形
に
接

続
す
る
「
な
り
」
は
推
定
伝
聞
で
あ
る
。

　
　

４�

や
が
て
、
世
の
政
を
し
給
ふ
べ
き
な
れ
ど
、（
澪
標
、
四
八
五

⑨
）

　
　

５
か
か
る
人
は
罪
も
重
か
（
る
）
な
り
。（
柏
木
、
一
二
三
六
②
）

　

②�
原
因
理
由
を
表
す
接
続
句
（「
已
然
形
＋
ば
」「
～
て
」）
と
と

も
に
現
れ
る
「
な
り
」
は
断
定
で
あ
る
。

　

　
推
定
伝
聞
「
な
り
」
と
断
定
「
な
り
」

　
　
　
　
　
―
終
止
形
と
已
然
形
の
場
合
―

原
　
　
　
ま
ど
か
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６
傍
ら
痛
け
れ
ば
、
書
か
ぬ
な
り
。（
藤
袴
、
九
二
一
⑧
）

　

⑤
「
～
の
・
が
～
な
り
」
構
文
の
「
な
り
」
は
断
定
で
あ
る
。

　
　

７
た
し
か
に
人
の
語
り
申
し
侍
り
し
な
り
。（
藤
袴
、九
二
四
②
）

　
　

８�

人
を
い
た
づ
ら
に
な
し
つ
る
か
こ
と
負
ひ
ぬ
べ
き
が
い
と
か

ら
き
な
り
。（
夕
顔
、
一
三
二
③
）

　

⑥�

未
然
形
「
な
ら
」
は
、
漢
文
訓
読
文
に
見
ら
れ
る
「
言
ふ
な
ら

く
・
聞
く
な
ら
く
」
の
場
合
は
推
定
伝
聞
、
そ
れ
以
外
の
場
合

（「
な
ら
ず
」「
な
ら
む
」
な
ど
）
は
断
定
で
あ
る
。

　
　

９�

あ
ら
ま
し
う
聞
こ
え
騒
ぐ
べ
き
な
ら
ね
ば
、（
若
紫
、
一
八
三

⑧
）

　
　

10
若
紫
は
い
づ
く
に
お
は
し
ま
す
な
ら
む
。（
空
蝉
、
八
九
⑤
）

　

⑦�

連
用
形
「
な
り
」
は
、「
き
、
つ
」
に
上
接
す
る
場
合
は
推
定

伝
聞
、「
け
り
・
け
む
」
に
上
接
す
る
場
合
は
断
定
で
あ
る
。

な
お
、「
に
」
の
形
の
連
用
形
は
断
定
で
あ
る
。

　
　

11�

物
怪
も
さ
こ
そ
い
ふ
な
り
し
か
、
と
思
ひ
合
は
す
る
に
、（
手

習
、
二
〇
二
八
⑨
）

　
　

12�

愁
ふ
な
り
つ
る
雪
、
か
き
垂
れ
い
み
じ
う
降
り
け
り
。（
末

摘
花
、
二
一
九
⑦
）

　
　

13
艶
に
も
凄
く
も
見
ゆ
る
な
り
け
り
。（
帚
木
、
七
三
②
）

　
　

14�

少
し
お
ず
か
る
べ
き
事
を
思
ひ
寄
る
な
り
け
む
か
し
。（
浮

舟
、
一
九
一
七
⑧
）

　
　

15�

か
く
な
が
ら
身
を
は
ふ
ら
か
し
つ
る
に
や
と
、
心
細
う
思
せ

ど
、（
明
石
、
四
四
一
⑧
）

　

⑧�

終
止
形
「
な
り
」
は
、
詠
嘆
の
終
助
詞
「
や
・
な
」
に
上
接
す

る
場
合
は
推
定
伝
聞
、
仮
定
の
接
続
助
詞
「
と
も
」
に
上
接
す

る
場
合
は
断
定
で
あ
る（

（
（

。
な
お
、「
か
し
」
に
は
両
方
が
上
接

す
る
。

　
　

16
さ
ら
ば
、
そ
の
遺
言
な
な
り
な
。（
若
菜
上
、
一
一
〇
四
⑥
）

　

⑨�

連
体
形
「
な
る
」
は
、
連
体
法
の
場
合
と
、
係
結
び
の
結
び
に

な
る
場
合
と
、
助
詞
「
が
・
に
・
を
・
は
」
な
ど
に
上
接
す
る

場
合
は
推
定
伝
聞
、
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
・
め
り
」
な
ど
に

上
接
す
る
場
合
は
断
定
で
あ
る
。

　
　

17
仏
の
お
は
す
な
る
所
の
有
様
、（
御
法
、
一
三
八
三
⑩
）

　
　

18�

宮
は
昨
日
よ
り
内
裏
に
な
ん
お
は
し
ま
す
な
る
。（
宿
木
、

一
七
一
三
⑧
）

　
　

19�
軽
々
し
う
お
し
な
べ
た
る
様
に
も
て
な
す
な
る
が
、
い
と
ほ

し
き
こ
と
。（
葵
、
二
八
三
⑬
）

　
　

20�

「
誰
ぞ
」
な
ど
、
案
内
す
る
な
る
べ
し
。（
宿
木
、
一
七
八
二
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⑪
）

　

⑩�
已
然
形
「
な
れ
」
は
、
係
結
び
の
結
び
に
な
る
場
合
は
推
定
伝

聞
で
あ
る
。

　
　

21
さ
る
人
こ
そ
か
や
う
に
は
悩
む
な
れ
。（
宿
木
、一
七
〇
九
⑫
）

　

こ
れ
ら
を
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。           

                            

　

し
か
し
、右
の
基
準
で
総
て
の
用
例
が
識
別
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

終
止
連
体
同
形
の
活
用
語
に
接
続
し
、
終
止
形
「
な
り
」
で
終
止
す

る
場
合
と
已
然
形
「
な
れ
」
が
助
詞
を
下
接
す
る
場
合
に
は
、
ど
ち

ら
で
あ
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

22�

御
達
、「
あ
ら
は
な
り
」
と
い
ふ
な
り
。（
空
蝉
、
八
六
⑧
、

四
段
＋
終
止
形
「
な
り
」）

　
　

23�

内
の
大
臣
の
心
ば
へ
も
、『
…
…
』
と
世
人
も
め
で
い
ふ
な

れ
ど
、（
少
女
、
七
〇
三
③
、
四
段
＋
已
然
形
「
な
れ
」
＋
ば
・

ど
）

  

こ
の
二
例
は
と
も
に
、「
な
り
」
が
終
止
連
体
同
形
の
四
段
活
用

動
詞
に
接
続
し
、
か
つ
原
因
理
由
句
と
共
起
し
た
り
「
～
の
・
が
～

な
り
」
構
文
で
あ
っ
た
り
も
し
な
い
の
で
、
①
・
④
・
⑤
の
基
準
に

よ
っ
て
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
用
例
22
は
終
止
形

「
な
り
」、
用
例
23
は
已
然
形
「
な
れ
」
だ
が
、
と
も
に
⑧
・
⑩
の
原

則
に
よ
っ
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

　
　

�

終
止
連
体
同
形
の
活
用
語
に
接
続
し
、
終
止
形
「
な
り
」
で
終

止
す
る
場
合

　
　

�

終
止
連
体
同
形
の
活
用
語
に
接
続
し
、
已
然
形
「
な
れ
」
が
助

詞
を
下
接
す
る
場
合

の
二
つ
の
場
合
に
は
、従
来
の
基
準
で
は
識
別
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
終
止
形
の
「
な
り
」

推
定
伝
聞
な
り

断
定
な
り

接
続

①

終
止
形
に
接
続

連
体
形
に
接
続

②

撥
音
便
形
に
接
続

③

形
容
詞
型
の
補
助
活
用

形
に
接
続

形
容
詞
型
の
本
活
用
形

に
接
続

構
文

④

原
因
理
由
句
の
共
起

⑤

「
～
の
・
が
～
な
り
」
構

文

活
用
形
未
然
形
「
な
ら
」
⑥

～
な
ら
く

上
以
外                 

連
用
形
「
な
り
」
⑦
「
き
・
つ
」
に
上
接

「
け
り
・
け
む
」
に
上
接 

終
止
形
「
な
り
」
⑧
「
や
・
な
」
に
上
接

「
と
も
」
に
上
接

連
体
形
「
な
る
」
⑨

連
体
法

係
結
び
の
結
び

助
詞
に
上
接

推
量
の
助
動
詞
に
上
接

已
然
形
「
な
れ
」
⑩

係
結
び
の
結
び
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と
已
然
形
の
「
な
れ
」
を
対
象
と
し
、
推
定
伝
聞
と
断
定
の
識
別
を

試
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
際
、「
な
り
」
の
意
味
と
形
式
と
の
間
に

何
ら
か
の
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
探
っ
て
い
く
。
資
料

に
は
、『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
編
本
文
を
用
い
る
。
な
お
、
用
例

の
引
用
に
際
し
て
は
、
私
に
表
記
を
改
め
る
。

　

考
察
は
、
便
宜
上
、
已
然
形
の
「
な
れ
」
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す

る
。

　
　
　

一　

已
然
形
の
「
な
れ
」

　

一
・
一　

推
定
伝
聞
か
断
定
か

  

『
源
氏
物
語
』
に
已
然
形
の
「
な
れ
」
は
一
〇
七
例
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
を
、
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
基
準
に
よ
っ
て
識

別
す
る
（
以
下
に
記
す
①
・
②
な
ど
は
、
右
掲
表
中
の
項
目
番
号
で

あ
る
）。

　

①
終
止
形
に
接
続（

（
（

（
一
〇
例
）
…
推
定
伝
聞

　
　

１�

代
々
の
国
の
司
な
ど
、
用
意
殊
に
し
て
、
さ
る
心
ば
へ
見
す

な
れ
ど
、
さ
ら
に
承
け
引
か
ず
、（
若
紫
、
一
五
四
⑦
）

　
　

２�「
…
…
。
大
将
は
、『
年
経
た
る
人
の
い
た
う
ね
び
過
ぎ
た
る

を
、
い
と
ひ
が
て
に
』
と
、
求
む
な
れ
ど
、
…
…
」（
胡
蝶
、

七
九
二
⑭
）

　

①
連
体
形
に
接
続
（
二
例
）
…
断
定

　
　

３�

や
が
て
、
世
の
政
を
し
給
ふ
べ
き
な
れ
ど
、（
澪
標
、
四
八
五

⑨
）

　
　

４�

…
…
こ
と
を
、
な
ま
苦
し
く
思
す
に
、
物
憂
き
な
れ
ど
、（
宿

木
、
一
七
〇
七
②
）

　

②
撥
音
便
形
に
接
続
（
六
〇
例
）
…
推
定
伝
聞

　
　

５�「
…
…
。
か
か
る
こ
と
（
出
産
）
は
、
さ
の
み
こ
そ
怖
ろ
し

か
な
れ
ど
、
…
…
」（
柏
木
、
一
二
三
六
⑤
）

　
　

６�「
…
…
、
な
に
が
し
僧
都
、
皆
そ
の
心
委
し
く
聞
き
置
き
た

な
れ
ば
、
…
…
」
な
ど
宣
ふ
。（
幻
、
四
一
七
③
）

　

⑩
係
結
び
の
結
び
の
已
然
形
（
一
九
例
）
…
推
定
伝
聞

　
　

７�

…
…
、
み
な
例
の
こ
と
に
て
こ
そ
は
、
人
笑
へ
な
る
咎
を
も

隠
す
な
れ
。（
総
角
、
一
六
〇
四
①
）

　
　

８
ぬ
る
ら
か
に
こ
そ
掟
て
給
ふ
な
れ
。（
常
夏
、
八
四
一
⑤
）

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
⑤
「
～
の
～
な
り
」
構
文
の
例
が
三
例
あ
る
。

　
　

９�
尼
君
（
弁
）
う
ち
笑
ひ
て
、「
こ
の
宮
（
匂
宮
）
の
、
い
と

騒
が
し
き
ま
で
色
に
お
は
し
ま
す
な
れ
ば
、
心
ば
せ
あ
ら
ん
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若
き
人
（
女
房
）
さ
ぶ
ら
ひ
に
く
げ
に
な
ん
。『
大
方
は
い

と
め
で
た
き
御
有
り
様
な
れ
ど
、
さ
る
筋
の
こ
と
に
て
、
上

の
な
め
し
と
思
さ
ん
な
ん
わ
り
な
き
』
と
大
輔
が
女
の
語
り

侍
り
し
」
と
言
ふ
に
も
、（
浮
舟
、
一
九
〇
三
⑩
）

　
　

10�

人
の
、（
春
宮
ニ
）
女
ど
も
競
ひ
参
ら
す
べ
き
こ
と
を
志
し

思
す
な
れ
ど
、
こ
の
殿
（
源
氏
）
の
思
し
き
ざ
す
様
の
い
と

殊
な
れ
ば
、
な
か
な
か
に
て
や
交
ら
は
ん
と
、
左
の
大
臣
な

ど
も
思
し
と
ど
ま
る
な
る
を
、（
源
氏
ハ
）
聞
こ
し
召
し
て
、

（
梅
枝
、
九
八
二
⑭
）

　
　

11�

（
右
近
）「
宮
の
上
（
中
君
）
こ
そ
、
い
と
め
で
た
き
御
幸

ひ
な
れ
。
右
の
大
殿
の
、
さ
ば
か
り
め
で
た
き
御
勢
ひ
に
て

い
か
め
し
う
の
の
し
り
給
ふ
な
れ
ど
、
若
君
生
ま
れ
給
ひ
て

後
は
、
こ
よ
な
く
ぞ
お
は
し
ま
す
な
る
。
…
…
」
と
い
ふ
。

（
浮
舟
、
一
八
七
一
④
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
文
脈
か
ら
噂
話
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
（
特
に
用
例
10
・
11
は
推
定
伝
聞
の
「
な
る
」
が
近
接
し

て
現
れ
て
い
る
）、推
定
伝
聞
の
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
こ
と
は
、

「
の
～
な
り
」
構
文
は
、
前
節
の
用
例
７「
た
し
か
に
人
の
語
り
侍
り

し
な
り
」
の
よ
う
に
、「
な
り
」
が
終
止
法
に
立
つ
文
節
を
構
成
す

る
場
合
に
は
有
効
な
基
準
と
な
る
が
、
右
の
用
例
９
～
11
の
よ
う
に

接
続
法
に
立
つ
文
節
（「
～
な
れ
ば
・
な
れ
ど
」）
を
構
成
す
る
場
合

に
は
必
ず
し
も
基
準
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
格
を
表
す
「
の
」
は
終
止
形
終
止

の
単
文
中
に
は
現
れ
な
い
が
、
修
飾
句
・
接
続
句
の
中
に
は
現
れ
る

の
で
、
右
の
よ
う
な
場
合
（「
な
れ
ば
・
な
れ
ど
」
で
接
続
句
を
構

成
す
る
場
合
）
は
「
の
～
な
り
」
構
文
の
基
準
か
ら
外
れ
る
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
推
定
伝
聞
「
な
り
」
と
同
じ
く
終
止
形
接
続
の
助
動

詞
「
べ
し
」
に
、「
の
～
べ
し
」
と
い
う
用
例
は
な
い
が
、「
の
～
べ

け
れ
ば
・
ど
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
の
と
平
行
的
な
現
象
で
あ
る
。

　
　

○�

人
の
見
咎
め
つ
べ
け
れ
ば
、御
念
誦
堂
に
籠
も
り
ゐ
給
ひ
て
、

（
薄
雲
、
六
一
八
④
）

  

右
の
結
果
を
整
理
す
る
と
、次
の
よ
う
に
な
る
。「
不
確
定
」と
は
、

ま
だ
推
定
伝
聞
か
断
定
か
が
確
定
し
て
い
な
い
例
で
あ
る
。

　
　

推
定
伝
聞　

九
二
例

　
　

断
定　
　
　
　

二
例

　
　

不
確
定　
　

一
三
例

　

不
確
定
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
文
脈
に
よ
っ
て
検
討
せ
ざ
る
を
え

な
い
の
だ
が
、
判
断
に
迷
う
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
総
て
推
定
伝
聞
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に
解
釈
で
き
る
。
次
に
全
用
例
を
挙
げ
る
。

　
　

12�
「
…
…
。
程
々
に
つ
け
て
人
の
際
々
思
し
わ
き
ま
へ
つ
つ
、

あ
り
が
た
き
御
心
様
に
も
の
し
給
ふ
な
れ
ど
、
…
…
」（
若

菜
上
、
一
〇
三
五
⑫
）

　
　

13�

「
…
…
。（
少
将
ヲ
）当
時
の
帝
し
か
恵
み
申
し
給
ふ
な
れ
ば
、

…
…
」（
東
屋
、
一
八
〇
三
④
）

　
　

14�

「
…
…
。（
八
ノ
宮
ハ
姫
君
タ
チ
ヲ
）し
か
忍
び
給
ふ
な
れ
ど
、

…
…
」（
橋
姫
、
一
五
二
二
⑦
）

　
　

15�

「
…
…
、
二
条
の
大
臣
（
内
大
臣
）
は
、
心
ゆ
き
給
ふ
な
れ

ば
、
…
…
」（
真
木
柱
、
九
三
九
⑧
）

　
　

16�

「
…
…
。
内
の
大
臣
の
心
ば
へ
も
、
な
べ
て
の
人
に
は
あ
ら

ず
と
世
人
も
め
で
い
ふ
な
れ
ど
、…
…
」（
少
女
、七
〇
三
③
）

　
　

17�

「
…
…
、（
私
〈
玉
鬘
〉
ノ
院
参
ヲ
）
右
の
大
臣
も
、
ひ
が

ひ
が
し
き
や
う
に
お
も
む
け
て
宣
ふ
な
れ
ば
、苦
し
う
な
む
。

…
…
」（
竹
河
、
一
四
八
八
⑤
）

　
　

18�

「
…
…
、
宮
（
式
部
卿
宮
）
に
も
、
思
し
嘆
き
て
、（
北
の

方
ガ
）
今
さ
ら
に
人
笑
へ
な
る
こ
と
と
、
御
心
を
乱
り
給
ふ

な
れ
ば
、
い
と
ほ
し
う
、
…
…
」（
真
木
柱
、
九
四
四
①
）

　
　

19�

「
…
…
、（
紫
上
ガ
）
末
の
世
に
か
く
人
の
親
だ
ち
も
て
な

い
給
ふ
つ
ら
さ
を
な
ん
、（
式
部
卿
宮
ハ
）思
し
宣
ふ
な
れ
ど
、

…
…
」（
真
木
柱
、
九
四
四
③
）

　
　

20�

「
…
…
。
宮
の
上
（
中
の
君
）
の
、
か
く
幸
ひ
人
と
申
す
な

れ
ど
、
…
…
」（
東
屋
、
一
八
〇
六
⑬
）

　
　

21�

（
源
氏
）「
…
…
。
と
ぶ
ら
は
ん
と
い
ひ
し
人
さ
へ
、
か
の

わ
た
り
近
く
来
ゐ
て
待
つ
な
れ
ば
、
心
苦
し
く
て
な
ん
。

…
…
」（
松
風
、
五
八
八
①
）

　
　

22�

（
匂
宮
）「
…
…
。
人
の
本
意
は
必
ず
か
な
ふ
な
れ
ば
」
と

宣
ふ
。（
浮
舟
、
一
八
八
二
⑧
）

　
　

23�

「
中
将
の
君
は
い
づ
く
に
ぞ
。
…
…
」
と
い
ふ
な
れ
ば
、

…
…
い
ら
へ
す
な
り
。（
帚
木
、
六
八
⑦
）

　
　

24
「
な
ど
俄
に
は
」
と
問
ふ
な
れ
ば
、（
手
習
、
二
〇
二
六
②
）

  

用
例
12
は
光
源
氏
、
用
例
13
は
帝
、
用
例
14
は
八
の
宮
に
つ
い
て

の
噂
で
あ
る
。
用
例
15
は
内
大
臣
に
対
す
る
世
間
の
評
判
。
用
例

16
・
17
は
夕
霧
に
つ
い
て
の
噂
。
用
例
18
・
19
は
式
部
卿
宮
に
つ
い

て
伝
え
聞
い
て
い
る
。
用
例
20
は
「
中
の
君
は
こ
ん
な
に
幸
せ
な
人

と
世
間
で
申
し
上
げ
て
い
る
そ
う
だ
け
れ
ど
」、
用
例
21
は
「
訪
ね

て
や
ろ
う
と
言
っ
て
お
い
た
人
ま
で
も
、
あ
の
辺
り
近
く
に
来
て
い

て
待
っ
て
い
る
そ
う
だ
か
ら
」、
用
例
22
は
「
人
の
初
志
と
い
う
も
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の
は
間
違
い
な
く
思
い
通
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
」
と
そ
れ

ぞ
れ
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
用
例
12
～
22
は
い
ず
れ
も
、
噂
や

他
人
の
話
を
伝
え
聞
い
て
い
る
例
で
あ
る
（
即
ち
〈
伝
聞
〉
の
例
）。

ま
た
、
用
例
23
は
「（
空
蝉
が
）『
中
将
の
君
は
ど
こ
に
い
る
の
で
す

か
。
…
…
』
と
言
う
声
が
聞
こ
え
る
と
」、
用
例
24
は
「（
少
将
尼
が
）

『
ど
う
し
て
急
に
』
と
尋
ね
る
声
が
聞
こ
え
る
と
」
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
た
だ
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
次
項
に
言

う〈
聞
音
〉の
例
）。こ
の
よ
う
に
不
確
定
十
一
例
を
検
討
し
た
結
果
、

総
て
推
定
伝
聞
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
已
然
形
の

「
な
れ
」
の
最
終
的
な
識
別
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

推
定
伝
聞　

一
〇
五
例

　
　

断
定　
　
　
　
　

二
例

　

已
然
形
の
「
な
れ
」
は
、
形
容
詞
型
本
活
用
に
接
続
す
る
用
例
（
用

例
３
・
４
）
以
外
は
、
総
て
推
定
伝
聞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。

　

一
・
二　

推
定
伝
聞
の
三
つ
の
意
味

　

次
に
、
推
定
伝
聞
と
識
別
さ
れ
た
用
例
に
つ
い
て
、
そ
の
内
実
を

詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
一
般
的
に
、
推
定
伝
聞
の
意
味
は
二
つ
（
推

定
と
伝
聞
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　

25�

「
…
…
、
こ
と
こ
と
し
き
け
の
添
ひ
た
る
は
、
致
仕
の
大
臣

の
御
族
の
笛
の
音
に
こ
そ
似
た
な
れ
」
な
ど
独
り
ご
ち
お
は

す
。（
椎
本
、
一
五
四
八
⑩
）

　
　

26�

「
…
…
昔
も
今
も
、
物
念
じ
し
て
の
ど
か
な
る
人
こ
そ
、
幸

ひ
は
見
果
て
給
ふ
な
れ
」（
浮
舟
、
一
八
七
〇
⑬
）

　

用
例
25
は
、
八
の
宮
が
宇
治
川
の
対
岸
の
夕
霧
大
臣
邸
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
笛
の
音
を
聞
い
て
、「
致
仕
の
大
臣
（
頭
中
将
）
の
御
一

族
の
笛
の
音
に
似
て
い
る
よ
う
だ
な
」と
推
察
す
る
。こ
の
よ
う
に
、

音
・
声
・
相
手
の
話
な
ど
を
聞
い
て
背
後
に
あ
る
事
態
を
推
察
・
認

識
す
る
の
が
「
推
定
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
用
例
26
は
、「
辛
抱
し
て
気
の
長
い
人
の
方
が
、

結
局
は
幸
せ
な
目
に
お
会
い
に
な
る
も
の
だ
そ
う
だ
」と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
他
人
の
話
・
噂
・
俗
信
な
ど
伝
え
聞
い
た
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
と
い
う
の
が
「
伝
聞
」
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
推
定
伝
聞
に
は
、
こ
の
二
つ
の
他
に
も
う
一
つ
意
味

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。先
に
挙
げ
た
用
例
23
・
24
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　

27�

「
中
将
の
君
は
い
づ
く
に
ぞ
。
…
…
」
と
言
ふ
な
れ
ば
、

…
…
人
々
臥
し
て
い
ら
へ
す
な
り
。（
帚
木
、
六
八
⑦
／
用

例
23
の
再
掲
）
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28�
「
な
ど
俄
に
は
」
と
問
ふ
な
れ
ば
、「
…
…
」
な
ど
…
…
言

ひ
な
す
。（
手
習
、
二
〇
二
六
②
／
用
例
24
の
再
掲
）

  

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
用
例
27
は
空
蝉
の
言
う
声
が
聞
こ
え
、
用

例
28
は
少
将
尼
の
問
う
声
が
聞
こ
え
る
、
と
い
う
例
で
あ
っ
た
。
こ

の
二
例
は
、
背
後
に
あ
る
事
態
を
推
察
し
て
い
る
（
推
定
）
わ
け
で

も
、
話
や
噂
を
伝
え
聞
い
て
い
る
（
伝
聞
）
わ
け
で
も
な
く
、
そ
れ

は
、
音
や
声
な
ど
を
知
覚
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
意
味
を

推
定
・
伝
聞
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
区
別
し
、
松
尾
捨
治
郎

（
一
九
四
三
）が「
感
覚
的
に
音
響
を
聞
く
事
」と
記
述
し
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
岡
崎
正
継
（
一
九
八
九
）
に
依
っ
て
「
聞
音
」
と
呼
ぶ
。

岡
崎
正
継
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
、
三
つ
の
意
味
の
定
義
を
次
に
抜

粋
す
る
。

　
　

聞
音�　

音
・
声
が
聞
こ
え
て
く
る
意
、
ま
た
は
、
聞
こ
え
て
く

る
や
う
だ
と
い
ふ
意
を
表
す
。

　
　

推
定�　

音
・
声
・
話
（
主
と
し
て
相
手
の
話
）
な
ど
に
よ
っ
て

推
定
す
る
意
を
表
す
。

　
　

伝
聞�　

他
人
の
話
・
噂
・
故
事
・
諺
・
風
俗
・
習
慣
・
俗
信
・

和
歌
・
漢
詩
文
・
法
語
な
ど
を
、
伝
聞
し
た
こ
と
と
し
て
、

ま
た
は
書
き
物
で
知
っ
た
こ
と
と
し
て
表
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
已
然
形
「
な
れ
」
に
つ
い
て
、
三
つ
の
意
味
に

分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
示
す
と
、

　
　

已
然
形
「
な
れ
」　

聞
音　
　

二
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
定　

二
八
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
聞　

七
五
例

と
な
り
、
圧
倒
的
に
伝
聞
の
用
例
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
聞
音
は

右
に
挙
げ
た
用
例
27
・
28
の
二
例
し
か
な
く
、
推
定
は
二
八
例
あ
る

が
、
こ
れ
に
は
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
二
八
例
中
一
六
例
が
、

「
な
れ
」
の
上
が
名
詞
接
続
の
「
な
り
」（
非
融
合
形
の
「
に
あ
り
」）

な
の
で
あ
る
。

　
　

29�

東
の
対
の
方
に
、面
白
き
笛
の
音
、笙
に
吹
き
合
は
せ
た
り
。

…
…
。「
頭
中
将
に
こ
そ
あ
な
れ
。
…
…
」（
篝
火
、
八
五
七

④
）

　
　

30�

「
…
…
。さ
る
心
し
て
見
え
奉
り
給
ひ
な
ん
や
」と
宣
へ
ば
、

「
い
と
う
れ
し
き
こ
と
に
こ
そ
侍
な
れ
。
…
…
」（
常
夏
、

八
四
五
⑩
）

　

以
上
の
考
察
の
結
果
を
ま
と
め
る
。

　

一�
、
已
然
形
の
「
な
れ
」
が
形
容
詞
本
活
用
に
接
続
す
る
場
合
（
二

例
）
は
断
定
で
、
そ
れ
以
外
は
推
定
伝
聞
で
あ
る
。
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二�
、
推
定
伝
聞
の
「
な
れ
」
を
聞
音
・
推
定
・
伝
聞
の
三
つ
の
意

味
に
分
け
る
と
、
圧
倒
的
に
伝
聞
の
例
が
多
い
。
ま
た
、
推
定

は
名
詞
接
続
の
「
な
り
」（
非
融
合
形
「
に
あ
り
」）
に
下
接
す

る
場
合
に
偏
る
。

　
　
　

二　

終
止
形
の
「
な
り
」

　

次
に
、
終
止
形
の
「
な
り
」
に
つ
い
て
見
る
。『
源
氏
物
語
』
に

終
止
形
の
「
な
り
」
は
一
七
七
例
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
、
ま
ず
、
已

然
形
「
な
れ
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
基

準
に
よ
っ
て
識
別
す
る
。

　

①
終
止
形
接
続
（
一
〇
例
）
…
推
定
伝
聞

　
　

31�

鐘
の
声
か
す
か
に
響
き
て
、明
け
ぬ
な
り
と
聞
こ
ゆ
る
程
に
、

（
椎
本
、
一
五
六
〇
⑪
）

　
　

32�

「
か
の
御
方
の
中
将
の
君
」
と
聞
こ
ゆ
な
り
。（
蜻
蛉
、

一
九
八
〇
③
）

　

①
連
体
形
接
続
（
六
九
例
）
…
断
定

　
　

33�

「
…
…
。
宮
の
御
心
の
い
と
つ
ら
き
な
り
。
…
…
」（
少
女
、

六
八
五
⑥
）

　
　

34�

「
…
…
。
す
き
ず
き
し
き
方
に
は
あ
ら
で
、
ま
め
や
か
に
聞

こ
ゆ
る
な
り
」（
若
紫
、
一
六
一
②
）

　

②
撥
音
便
形
接
続
（
五
六
例
）
…
推
定
伝
聞

　
　

35�

女
は
宮
仕
へ
を
物
憂
げ
に
思
い
た
な
り
と
、
…
…
、
漏
り
聞

き
て
、（
藤
袴
、
九
二
八
⑪
）

　
　

36�

御
衣
の
音
な
ひ
、
さ
ば
か
り
な
な
り
と
聞
き
ゐ
給
へ
り
。（
夕

霧
、
一
三
一
二
④
）

　

④
原
因
理
由
句
の
共
起
（
四
例
）
…
断
定

　
　

37�

「
…
…
、
た
だ
、
御
前
の
御
心
の
哀
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
さ

ぶ
ら
ふ
な
り
」（
行
幸
、
九
〇
九
⑧
）

　
　

38�

「
…
…
、
后
の
宮
の
御
文
な
ど
侍
り
け
れ
ば
、
下
り
さ
せ
給

ふ
な
り
」（
手
習
、
二
〇
二
六
⑥
）

　

⑤
「
～
の
～
な
り
」
構
文
（
一
例
）
…
断
定

　
　

39
御
前
の
つ
ら
く
お
は
し
ま
す
な
り
。（
行
幸
、
九
〇
八
⑩
）

  

こ
の
よ
う
に
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
基
準
に
し
た
が
っ
て
識
別
し

た
結
果
が
次
で
あ
る
。

　
　

推
定
伝
聞　

六
六
例

　
　

断
定　
　
　

七
四
例

　
　

不
確
定　
　

三
七
例
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次
に
、
不
確
定
の
用
例
三
七
例
を
別
の
観
点
に
よ
っ
て
識
別
す
る

わ
け
だ
が
、
主
語
の
人
称
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
既
に
指
摘
の
あ
る

通
り
、
推
定
伝
聞
の
主
語
に
は
一
人
称
が
こ
な
い
の
で
、
一
人
称
主

語
に
照
応
す
る
「
な
り
」
で
あ
れ
ば
、
断
定
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
次
に
挙
げ
る
五
例
は
い
ず
れ
も
一
人
称
主
語
の
例

で
断
定
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

40�

「
…
…
。
こ
れ
た
ゞ
後
や
す
き
事
を
取
り
申
す
な
り
」
と
、

（
東
屋
、
一
八
〇
二
⑩
）

　
　

41�

「（
光
源
氏
ハ
夕
顔
ヲ
）
世
に
忘
れ
難
く
、
悲
し
き
事
に
な

ん
思
し
て
、『
…
…
』と
そ
の
か
み
よ
り
宣
ふ
な
り
。…
…（
玉

鬘
、
七
三
九
⑭
）

　
　

42�

「
身
づ
か
ら
の
夢
に
は
あ
ら
ず
、
人
の
御
事
を
語
る
な
り
。

…
…
」（
若
紫
、
一
七
六
①
）

　
　

43�

「
か
ひ
な
き
様
な
が
ら
も
、
心
の
ど
か
に
御
覧
ぜ
ら
る
べ
き

事
を
思
ふ
な
り
」（
澪
標
、
四
八
五
⑥
）

　
　

44�

「
…
…
物
忌
に
よ
り
、
京
の
う
ち
さ
へ
去
り
て
慎
む
な
り
。

外
の
人
寄
す
な
」
と
言
ひ
た
り
。（
浮
舟
、
一
八
九
四
①
）

　

例
え
ば
、
用
例
42
は
、
源
氏
が
「
私
の
夢
で
は
な
く
、
あ
る
方
の

夢
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
だ
」
と
説
明
し
、
用
例
43
は
、
位
を
退

い
た
朱
雀
院
が
自
分
の
考
え
を
説
明
し
て
い
る
。
用
例
44
は
、
時
方

が
自
分
の
こ
と
を
宿
守
に
説
明
し
、「
慎
む
」
の
は
「
物
忌
み
」
と

い
う
事
情
に
よ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る（

（
（

。

　

残
り
の
三
二
例
は
非
一
人
称
主
語
で
、
す
べ
て
推
定
伝
聞
と
見
な

し
て
問
題
な
い
。
そ
の
中
の
、
ま
ず
、
次
の
十
一
例
は
聞
音
の
意
味

を
表
し
て
い
る
。

　
　

45�

「
…
…
。
こ
の
御
格
子
は
さ
し
て
む
」
と
て
、
鳴
ら
す
な
り
。

（
空
蝉
、
八
九
⑤
） 

　
　

46�

「
宿
直
申
し
、
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
声
づ
く
る
な
り
。（
賢
木
、

三
四
八
⑧
）

　
　

47�

よ
く
鳴
る
琴
を
、
…
…
、
賑
は
は
し
く
弾
き
な
す
な
り
。（
花

散
里
、
三
八
七
⑬
）

　
　

48
い
と
騒
が
し
う
、
夜
一
夜
行
ふ
な
り
。（
玉
鬘
、
七
三
七
⑫
）

　
　

49�

律
師
も
加
持
す
る
音
し
て
、
陀
羅
尼
い
と
尊
く
読
む
な
り
。

（
夕
霧
、
一
三
一
四
②
）

　
　

50
「
寅
一
つ
」
と
申
す
な
り
。（
賢
木
、
三
四
八
⑪
）

　
　

51�
奥
の
方
よ
り
ゐ
ざ
り
出
で
給
ひ
て
、「
…
…
。
よ
く
こ
そ
面

な
け
れ
」
と
忍
び
て
宣
ふ
な
り
。（
竹
河
、
一
四
七
〇
⑧
）

　
　

52�

人
々
起
き
出
で
て
、「
…
…
。
御
車
引
き
出
で
よ
」
な
ど
い
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ふ
な
り
。（
帚
木
、
七
一
⑫
）

　
　

53
御
達
、「
あ
ら
は
な
り
」
と
い
ふ
な
り
。（
空
蝉
、
八
六
⑧
） 

　
　

54�
「
今
渡
ら
せ
給
ひ
な
ん
」
と
人
々
い
ふ
な
り
。（
東
屋
、

一
八
二
五
③
）

　
　

55�

「
…
…
。
昔
も
今
も
物
念
じ
し
て
の
ど
か
な
る
人
こ
そ
、
幸

ひ
は
見
果
て
給
ふ
な
れ
」
な
ど
い
ふ
な
り
。（
浮
舟
、

一
八
七
〇
⑬
）

　

例
え
ば
、
用
例
48
は
、
琴
を
弾
い
て
い
る
音
が
聞
こ
え
る
の
で
あ

り
、
用
例
54
は
、
御
達
が
「
あ
ら
は
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
声
が
聞

こ
え
る
の
で
あ
る
。

　

次
の
六
例
は
推
定
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。

　
　

56�

よ
べ
の
方
よ
り
出
で
給
ふ
な
り
。
い
と
柔
か
に
振
舞
ひ
な
し

給
へ
る
匂
ひ
な
ど
、（
総
角
、
一
六
一
九
⑧
）　　

　
　

57�

今
夜
は
、
ま
だ
更
け
ぬ
に
出
で
給
ふ
な
り
。
御
先
の
声
の
遠

く
な
る
ま
ま
に
、（
宿
木
、
一
七
二
八
⑭
）

　
　

58�

宮
は
急
ぎ
て
出
で
給
ふ
な
り
。
…
…
、
物
宣
ふ
御
声
も
聞
こ

ゆ
。（
東
屋
、
一
八
二
九
⑧
）

　
　

59�

う
ち
咳
き
給
へ
れ
ば
、「
中
将
の
声
づ
く
る
に
ぞ
あ
な
る
。

…
…
」
と
て
、
起
き
給
ふ
な
り
。（
野
分
、
八
六
九
①
）

　
　

60�

律
師
も
加
持
す
る
音
し
て
、
陀
羅
尼
い
と
尊
く
読
む
な
り
。

「
い
と
苦
し
げ
に
し
給
ふ
な
り
」
と
て
、
人
々
も
そ
な
た
に

集
ひ
て
、（
夕
霧
、
一
三
一
四
②
）

　
　

61�

衣
の
音
な
ひ
、
著
き
け
は
ひ
し
て
、
母
屋
の
御
障
子
よ
り
通

り
て
、
あ
な
た
に
入
る
な
り
。（
蜻
蛉
、
一
九
八
〇
②
）                                                          

  

例
え
ば
、
用
例
60
は
、
祈
祷
の
声
を
聞
い
て
、「（
御
息
所
が
）
た

い
そ
う
苦
し
そ
う
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
だ
」
と
推
察
し
、
用

例
61
は
、「
衣
の
音
な
ひ
、
著
き
け
は
ひ
」
を
知
覚
し
て
、「（
人
が
）

あ
な
た
に
入
る
」
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る（

（
（

。

　

次
の
一
五
例
は
伝
聞
の
例
で
あ
る
。

　
　

62�

（
薫
大
将
ガ
浮
舟
ニ
）
あ
は
れ
に
は
た
聞
こ
え
給
ふ
な
り
。

（
東
屋
、
一
八
〇
六
⑥
）

　
　

63�

人
の
い
み
じ
く
惜
し
む
人
を
ば
、
帝
釈
も
返
し
給
ふ
な
り
。

（
蜻
蛉
、
一
九
三
四
⑪
）

　
　

64�

そ
の
わ
た
り
の
下
衆
な
ど
の
僧
都
に
仕
ま
つ
り
け
る
、
か
く

て
お
は
し
ま
す
な
り
と
て
、と
ぶ
ら
ひ
出
で
来
る
も
、（
手
習
、

一
九
九
六
⑥
）

　
　

65�
さ
る
や
む
ご
と
な
き
妻
ど
も
お
は
し
ま
す
な
り
。（
玉
鬘
、

七
三
九
⑩
）
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66�
「
…
…
。
院
の
上
だ
に
、『
…
…
、
独
り
大
殿
籠
る
夜
な
夜

な
多
く
、
つ
れ
づ
れ
に
て
過
ぐ
し
給
ふ
な
り
』
な
ど
人
の
奏

し
け
る
つ
い
で
に
も
、
…
…
」（
若
菜
下
、
一
一
七
三
③
）

　
　

67�

山
の
帝
は
、
二
の
宮
も
か
く
人
笑
は
れ
な
る
や
う
に
て
な
が

め
給
ふ
な
り
、（
横
笛
、
一
二
六
九
⑭
）

　
　

68�

「
…
…
。
兵
部
卿
の
宮
内
裏
に
お
は
す
な
り
。
一
枝
折
り
て

参
れ
。
…
…
」（
紅
梅
、
一
四
五
三
②
）

　
　

69�

「
…
…
。（
薫
ガ
宇
治
ヘ
）
通
ひ
給
ふ
こ
と
は
、
去
年
の
秋

頃
よ
り
は
、
あ
り
し
よ
り
も
し
ば
し
ば
も
の
し
給
ふ
な
り
。

…
…
」（
浮
舟
、
一
八
六
五
⑪
）

　
　

70�

「
…
…
、（
薫
ハ
中
の
君
ヲ
）
こ
と
こ
と
し
う
も
も
て
な
し

給
は
ざ
り
け
る
を
、
い
み
じ
う
悲
し
び
給
ふ
な
り
。
…
…
」

な
ど
語
る
。（
手
習
、
二
〇
四
三
⑥
）

　
　

71�

「
…
…
。『
軽
々
し
き
御
有
様
』
と
、
世
人
も
下
に
謗
り
申

す
な
り
」
と
、
衛
門
の
督
の
漏
ら
し
申
し
給
ひ
け
れ
ば
、（
総

角
、
一
六
四
二
⑫
）

　
　

72�

「
…
…
、
何
事
も
弁
へ
さ
せ
給
ふ
べ
き
時
に
至
り
て
、
咎
を

も
示
す
な
り
。
…
…
」（
薄
雲
、
六
二
一
⑤
）

　
　

73�

「
…
…
。
大
将
は
、
…
…
と
、
求
む
な
れ
ど
、
そ
れ
も
、
人
々

煩
は
し
が
る
な
り
。
…
…
」（
胡
蝶
、
七
九
二
⑭
）

　
　

74�

人
多
く
立
ち
騒
ぎ
て
、「
今
夜
や
が
て
（
浮
舟
ノ
亡
骸
ヲ
）

を
さ
め
奉
る
な
り
」
な
ど
言
ふ
を
、（
蜻
蛉
、
一
九
三
三
⑩
）

　
　

75�

「
…
…
。『
夜
語
ら
ず
』
と
か
、
女
房
の
伝
へ
に
い
ふ
な
り
」

（
横
笛
、
一
二
八
六
③
）

　
　

76
「
…
…
。下
衆
は
僻
事
も
い
ふ
な
り
」（
蜻
蛉
、一
九
三
三
⑦
）

　

例
え
ば
、
用
例
64
は
、「
僧
都
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
そ
う
だ
」

と
聞
き
つ
け
て
、
以
前
仕
え
て
い
た
者
た
ち
が
訪
ね
て
来
る
場
面
で

あ
り
、
用
例
73
は
、「
髭
黒
の
大
将
は
新
妻
を
探
し
て
い
る
そ
う
だ

け
れ
ど
、
北
の
方
側
の
人
々
は
厄
介
が
っ
て
い
る
そ
う
だ
」
と
解
さ

れ
る
。
用
例
74
は
、
宇
治
の
邸
内
の
人
々
が
「
今
夜
、
浮
舟
の
亡
骸

を
お
納
め
申
し
上
げ
る
そ
う
だ
」
と
噂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
非
一
人
称
主
語
と
照
応
す
る
「
な
り
」
の
用
例
は

総
て
推
定
伝
聞
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
な
分
類
結
果
は
次

の
よ
う
に
な
る
。

　
　

推
定
伝
聞　

九
八
例

　
　

断
定　
　
　

七
九
例

　

終
止
形
「
な
り
」
は
、
已
然
形
「
な
れ
」
と
違
い
、
推
定
伝
聞
の

用
例
が
若
干
多
い
が
、
推
定
伝
聞
と
断
定
が
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
見
ら
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れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
推
定
伝
聞
の
用
例
を
、
聞
音
・
推
定
・
伝
聞
の
三
つ
の
意

味
に
分
類
す
る
と
、

　
　

終
止
形
「
な
り
」　

聞
音　

一
三
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
定　

四
四
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
聞　

四
一
例

と
な
る
。
こ
れ
も
已
然
形
「
な
れ
」
の
場
合
と
違
い
、
伝
聞
に
大
き

く
偏
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
聞
音
の
例
が
少
な
い
点
は
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
、
推
定
の
用
例
の
う
ち
、
名
詞
接
続
の
断
定
に
下
接

す
る
例
が
多
い
（
四
四
例
中
一
五
例
）
点
も
、
已
然
形
と
同
様
で
あ

る
。

　
　

77�

「
さ
ら
ば
、そ
の
遺
言
な
な
り
な
。…
…
」と
て
、（
若
菜
上
、

一
一
〇
四
⑥
）

　
　

78�

い
と
柔
か
に
う
ち
み
じ
ろ
き
な
ど
し
給
ふ
御
衣
の
音
な
ひ
、

さ
ば
か
り
な
な
り
、
と
聞
き
ゐ
給
へ
り
。（
夕
霧
、
一
三
一
二

④
）

　

以
上
の
考
察
の
結
果
を
ま
と
め
る
。

　

一�

、
終
止
形
の
「
な
り
」
の
う
ち
、
従
来
の
識
別
基
準
で
は
明
ら

か
に
な
ら
な
い
例
は
、
主
語
の
人
称
に
よ
っ
て
、
一
人
称
の
場

合
は
断
定
、
非
一
人
称
の
場
合
は
推
定
伝
聞
に
識
別
で
き
る
。

　

二�

、
推
定
伝
聞
の
終
止
形
「
な
り
」
を
聞
音
・
推
定
・
伝
聞
の
三

つ
の
意
味
に
分
け
る
と
、
い
ず
れ
か
に
大
き
く
偏
る
こ
と
は
な

い
。
た
だ
し
、
推
定
は
名
詞
接
続
の
断
定
に
下
接
す
る
場
合
に

偏
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

  

一�

、
已
然
形
の
「
な
れ
」
が
形
容
詞
本
活
用
に
接
続
す
る
場
合
（
二

例
）
は
断
定
で
、
そ
れ
以
外
は
推
定
伝
聞
で
あ
る
。

　

二�

、
終
止
形
の
「
な
り
」
の
う
ち
、
従
来
の
識
別
基
準
で
は
明
ら

か
に
な
ら
な
い
例
は
、
主
語
の
人
称
に
よ
っ
て
、
一
人
称
の
場

合
は
断
定
、
非
一
人
称
の
場
合
は
推
定
伝
聞
に
識
別
で
き
る
。

　

三�

、推
定
伝
聞
を
聞
音
・
推
定
・
伝
聞
の
三
つ
の
意
味
に
分
け
る
と
、

已
然
形
の
「
な
れ
」
は
圧
倒
的
に
伝
聞
の
例
が
多
い
。
ま
た
、

推
定
は
名
詞
接
続
の
「
な
り
」（
非
融
合
形
「
に
あ
り
」）
に
下

接
す
る
場
合
に
偏
る
。
一
方
、
終
止
形
「
な
り
」
は
い
ず
れ
か
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に
大
き
く
偏
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
推
定
は
名
詞
接
続
の

断
定
に
下
接
す
る
場
合
に
偏
る
。

　

な
お
、
右
の
一
と
二
に
つ
い
て
は
、
他
の
資
料
に
お
い
て
も
ほ
ぼ

同
様
の
結
果
に
な
る（『
大
和
物
語
』は
岩
波
古
典
文
学
大
系
を
使
用
。

そ
れ
以
外
は
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
を
使
用
し
た
）。
参
考
ま

で
に
表
に
し
て
示
す
。

注（
1�

）
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
小
松
登
美
（
一
九
六
〇
）、
田
島
光
平

（
一
九
六
四
）、
北
原
保
雄
（
一
九
六
六
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
、

「
な
り
」の
研
究
史
に
つ
い
て
は
高
山
善
行（
二
〇
〇
二
）に
詳
し
い
。

（
２
）
た
だ
し
、『
源
氏
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
３�

）「
終
止
形
に
接
続
、
連
体
形
に
接
続
」
と
あ
る
場
合
に
は
、
終
止

連
体
同
形
に
接
続
す
る
場
合
を
含
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
４�

）
形
容
詞
型
本
活
用
の
二
例
が
連
体
な
り
（
断
定
）
で
あ
る
こ
と
は
、

北
原
保
雄
（
一
九
六
六
）
六
九
頁
の
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
小
松
登
美
（
一
九
六
〇
）
研
究
を
参
照
。

（
６�

）
小
柳
智
一
（
二
〇
〇
二
）
は
、
連
体
形
接
続
の
「
な
り
」
は
、「
直

面
し
た
あ
る
事
態
を
、確
定
的
な
こ
と
と
し
て
認
定
す
る
事
態
確
定
」

と
「
直
面
し
た
事
態
が
、
あ
る
事
情
（
理
由
）
の
も
と
で
成
立
し
た

こ
と
を
、
確
定
的
な
こ
と
と
し
て
認
定
す
る
事
情
確
定
」
と
に
分
け

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
断
定
の
意
味
を
考
え
る
際
に
参
考

に
な
る
。

（
７�

）
仁
科
明
（
二
〇
〇
七
）
は
、
用
例
61
の
よ
う
な
も
の
を
「『
終
止
な

り
』
に
よ
っ
て
『
推
論
行
為
』
が
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、

個
別
事
態
を
直
に
感
じ
取
っ
て
い
る
（
見
て
取
っ
て
い
る
）
こ
と
が

表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
か
と
思
う
」
と
述
べ
、
中
古
に
新
た

に
獲
得
し
た
用
法
と
し
て
「
看
取
」
と
称
し
て
い
る
。

参
考
文
献

　

松
尾
捨
治
郎
（
一
九
四
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）『
助
動
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の
研
究
』
文
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社

　

小�
松
登
美（
一
九
六
〇
）「
土
佐
日
記
の
解
釈
と
文
法
上
の
問
題
点
」『
講
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解
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文
法
４
』
明
治
書
院
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田�
島
光
平
（
一
九
六
四
）「
連
体
形
承
接
の
『
な
り
』
に
つ
い
て
―
竹

取
物
語
を
中
心
に
し
て
―
」『
国
語
学
』
五
六

　

北�

原
保
雄
（
一
九
六
六
）「〈
終
止
な
り
〉
と
〈
連
体
な
り
〉
―
そ
の
分

布
と
構
造
的
意
味
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
四
三
‐
九

　

岡�

崎
正
継
（
一
九
八
九
）「
推
定
伝
聞
の
助
動
詞
『
な
り
』
に
つ
い
て

―
そ
の
承
接
と
意
味
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
九
〇
‐
三

　

小�

柳
智
一
（
二
〇
〇
二
）「
和
歌
に
お
け
る
活
用
語
接
続
の
ナ
リ
」『
徳

江
元
正
退
職
記
念
鎌
倉
室
町
文
學
論
纂
』
三
弥
井
書
店

　

高�

山
善
行
（
二
〇
〇
二
）『
日
本
語
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
史
的
研
究
』
ひ
つ

じ
書
房

　

仁�

科
明
（
二
〇
〇
七
）「「
終
止
な
り
」
の
上
代
と
中
古
」
青
木
博
編
『
日

本
語
の
構
造
変
化
と
文
法
化
』
ひ
つ
じ
書
房

付
記�　

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
平
成
十
三
年
度
後
期
大
会

（
二
〇
〇
一
年
十
一
月
十
七
日
）
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
基
と
し

て
い
ま
す
。


